
 

「あなたは大切な宝物」 

～ いじめられている子の視点に立って ～ 

 

   何気ないあなたの言動が、友達の心を傷つけてしまっていることはありませんか。クラスの中に

は、友達に嫌なことを言われたり、嫌なことをされたりしても声を出して助けを求めることができず、

苦しんでいる友達もいます。そんな時は、周りの人が声をかけ、助けてあげましょう。本人が「いじ

められている」と感じたら、それは「いじめ」なのです。 

 

「それっていじめですか？」 「はい、いじめです。」 

 次の項目であてはまるものはありますか。 

 □ 仲間はずれにされる       □ 無視される        □ 笑い者にされる 

 

 □ 暴力をふるわれる（たたかれる・けられる・つねられる など）    □ プロレス技をかけられる 

 

 □ 悪口を言われる(身体に関すること・持ち物のこと・服装のこと など） □ 悪いうわさを流される 

 

 □ インターネット上の掲示板などにいやなことを書き込まれる。 

 

 □ 電子メール等でいやなことを書かれる。   □ 陰口を言われる   □ 物をかくされる 

 

□ 物をぬすまれる   □ 物をこわされる  □ 落書きをされる    □ 給食を渡されない 

 

 □ 給食に異物を混入される    □ 登下校時に荷物を持たされる 

 

      

一つでもあてはまるものがあれば、迷わずに周りの仲間、家族、先生に相談しましょう。告げて

（チクって）いいのです。あなたを支えてくれる人は必ずいます。 

   いじめられている人の立場に立ち、いじめを「しない」「させない」「見逃さない」という強い気持ち

をもって行動することが大切です。 
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～今
いま

の 私
わたし

の 心
こころ

を見
み

つめてみます～ 

 

今
いま

の私
わたし

の心
こころ

や気持
き も

ちにあてはまる項目
こ う も く

の□に、「レ」をつけてみましょう。 

 

 

１□ 今
いま

の私
わたし

は、悩
なや

みがない。 

２□ 今
いま

の私
わたし

は、友
とも

だちとなかよく過
す

ごしている。 

３□ 今
いま

の私
わたし

は、学校が楽
たの

しい。 

４□ 今
いま

の私
わたし

には、悩みを聞
き

いてくれる人
ひと

がいる。 

５□ 今
いま

の私
わたし

は、食事
しょくじ

がおいしい。 

６□ 今
いま

の私
わたし

には、相談
そうだん

できずに困
こま

っていることがある。 

７□ 今
いま

の私
わたし

は、いじめをうけている。 

８□ 今
いま

の私
わたし

は、不安
ふ あ ん

で気持
き も

ちが落
お

ち着
つ

かない。 

９□ 今
いま

の私
わたし

は、どうしたよいのか、わからないことがある。 

10□ 今
いま

の私
わたし

は、ひとりぼっちだ。 
 
 
  

(  )年
ねん

(  )組
くみ

   

な ま え 
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「いじめ緊急対策」 
「いじめ」にあたるか否かの判断は、いじめられた児童の立場に立って行うもの 

◎いじめは人間として絶対に許されない ◎何があっても絶対に死んではいけない 

 

 

 

 

☆常に「事あれば、先生方はすぐ動いてくれる」という安心感を！ 

 

             

 

 

○「誰が、どう動くか」の決定・確認   ○全職員で、毅然とした態度で 

 

(管理職同席での指導・援助) 

 

 

 

 

                             ☆情報の一本化 

                             ☆窓口の一本化(管理職) 

                             

 

 

 

  

  

 

継続して情報交換・援助（教育相談委員会） 

(解決したと即断しない) 

 

 （卒業まで折に触れて） 

 

 

 

 

 

－２５－ 

【いじめ防止対策推進法 総則 いじめの定義(H25.6)】 
① 一定の人的関係にある者から、 
② 心理的・物理的な影響を与える行為(インターネットを通じて行われるものを含む)を受け、 
③ 心身の苦痛を感じているもの。 

いじめ解消のための具体的な指導・援助 

いじめられた児童へ 

『あなたは全然悪くない』 

いじめた児童へ 

関係機関と連携 

(情報提供) 

事後観察・支援の継続 

市教委への速報 
【重大事態への対処】 
・熊谷市いじめ問題対策連絡協議会 
・熊谷市いじめ問題専門委員会 
・熊谷市いじめ問題調査委員会 

いじめの解消 

・児童の内面まで入り込めるような信頼関係の構築（道徳教育の充実・学級経営） 

・カウンセリングマインドで、児童の話の傾聴と共感的理解、情報の収集（スキル教育） 

・いじめの原因の模索、解消への自己指導能力の育成 

・保護者との連携（連絡・協力要請  反応によっては保護者への指導） 

・友人関係の調整、ＰＴＡ・地域・関係機関との連携 

いじめの発見 

・身体の安全確保  

・学習環境の確保 

・安心して告白を！ 

（絶対に守ってあげる） 

・人権を重視して事実確認 
・「めざす児童像」の確認 
・「いじめは絶対に許されない！」 
・(出席停止も視野に入れる) 

学校評価 

緊急職員会議 

※学校評価の実施に際し、いじめの事実が隠されず、その実態把握や対応が促されるよう、児童の実態を十分踏
まえて目標を立て、具体的な取組状況や達成状況を評価し、改善に努める。 

※学校評価の公表に際し、学校評議員会や保護者・地域に対しての学校だよりや HP 等により、事実を伝える。 
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○わたしたちは、友だちを大切にします。 
 

○わたしたちは、友だちにやさしい心でせっします。 
 

○わたしたちは、友だちの笑顔をふやします。 
 

○わたしたちは、友だちのことを考えて行動します。 
 

○わたしたちは、友だちのいやがることをしません。 
 

○わたしたちは、いじめを、ぜったいにしません！！ 
－２６－ 
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